















































た「 幽霊」 の出現と消失の原因と意味に解釈を加え、「 幽霊」 は父的機能を
果たし、 主人公の「 僕」 の父の不在を一時的に補った象徴界にいるものであ
ることを明らかにした。「 幽霊」 は「 僕」 の自己防衛の手段でもあり、「 僕」 が
父の不在の現実を受け入れる前の一時的な自己修復でもある点が見せられて
いる。 その上、 思春期に「 幽霊」 が一時的に消失した時に、「 僕」 の自己防
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衛を読み取り、 女性と付き合うことによって自己防衛を解除する心境の変化を
究明し、 主人公の「 僕」 が不在の現実を受け入れ、 自己修復ができた成長
過程を解読し、「 僕」 が精神的な壁を超えることを探求した。
はじめに
































































































































































































































































































































































































































































































































思想３ （無意識の発見）』岩波書店、1993 年、143-175 頁。
５） 溝上慎一『自己形成の心理学（他者の森をかけ抜けて自己になる）』世界思想
社、2008 年。





９） マリ = フレデリック・バッケ， ミシェル・アヌス『喪の悲しみ』（西尾彰泰訳）
白水社、2011 年。
















「 自分」 と「 他者」、「 人間」 と「 自然」、 即ち対人関係と自然環境の諸問題
を明らかにし、 また、 それらの問題に対する川上弘美の反省意識について、

























































































































































































































































































































































































































































































































































５） 荒木奈美 .「川上弘美 ｢ 神様 ｣ ｢ 草上の昼食 ｣ 論─ ｢ くま ｣ の生きづらさを通
　　して見えてくるもの」『札幌大学総合論叢』第２号、2011年、216-232頁。
６）「私の出発点、川上弘美さん『神様』 日本文学を変えた ｢ 波 ｣」毎日新聞、
 2017- ６-14（東京夕刊）。
７） 秦　旭「川上弘美小説の幻想的作風についての考察」南京大学、2015年。












わり、 そして小説の主人公にヒントを与えるのである。 つまり、 すべての記憶は
小説の筋の発展を押し進むに欠けてはいけない役割を果たしている。 暴力、












































































































































































５）村上春樹『１Q84 BOOK １』新潮社、2009 年。
６）村上春樹『１Q84 BOOK ２』新潮社、2009 年。


























小説には「 風」 に対する描写が極めて多く、 詳しいである。「 風」 は本小説の
重要な一部として重大な役割を果たしただけではなく、 深い象徴性もあると思
われる。 小説を研究したことで、 小説で言及された「 風」 の種類が二つあり、
一つは自然現象の「 風」、 もう一つは「 風」 に関する話題である。 作品に現れ
た「 風」 は変化的で力強いである。 また、 人間の日常生活に影響を与えてい



































































































































































































































































































































































































５）王　敏「宮沢賢治研究の 50 年 中国への紹介」『東京成徳大学研究紀要』第１号、
　　1999 年、87-192 頁。






















関係は密接になった ｡ 猫と人間が互いに選択して利用して、 共生関係を結ん











































































































































































































































































































































10） 冯金「关于日本猫情结的思考」『读与写（教育教学刊）』第５号、 2012 年、84-86 頁。
11） 黄华「日本猫文化在动漫中的体现」『现代装饰（理论）』第７号、2013 年、129 頁。
12） 刘红艳「论中日文化中对“猫”的认知异同」『淮海工学院学报（人文社会科学版）』
第 12 号、2013 年、58-60 頁。
13）白洋「日本猫文化」辽宁大学、2013 年。
14）邓利刚「猫文化在现代产品设计中的应用研究」江南大学、2012 年。
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